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中山間地域フォーラム （2021.7.23）
全国町村会都市・農村共生社会 合同シンポジウム

何が論点か？
～新しい中山間地域～

明治大学・農学部

小田切 徳美



2

１．この間、わかってきたことー報告との関係ー

②にぎやかな過疎
の形成(多田報告）

③
む
ら
・
む
ら
格
差
の
顕
在
化

①地域の内発的発
展と田園回帰・関係
人口の好循環

④プロセス重視に
よる「新しい格差是
正」(横展開）の始動

⑥
新
し
い
中
山
間
地
域

（
都
市
農
村
共
生
社
会
に

位
置
づ
く
中
山
間
地
域
）

⑤新しい国土形成（小田桐報告）

●デジタル

●ゼロカーボン



■中山間地域で形成され始めた新しい地域イメージ
・持続的低密度居住地域
・その本質＝人口減・人材増 ⇒「にぎやかな過疎」

■「にぎやかな過疎」＝多様なプレーヤー（人材）の交錯
①（地域づくりに取り組む）地域住民と地域運営組織（RMO）
②（地域で「しごと」をつくる）移住者
③（「何か関われないか」と動く）関係人口
④（SDGsで機関投資家を意識し、貢献を探る）民間企業
⑤NPO・大学・・・・

■「にぎやかな過疎」の特徴＝多田報告による実態そのもの
①人口減だが、地域はガヤガヤ（人口減・人材増)
②人が人を呼ぶ、しごとがしごとを創る
③多様な人材の「ごちゃまぜ」の場（地域の縁側）
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２．＜要素②＞にぎやかな過疎



■「むら・むら格差」
一層の過疎化・高
齢化が進展する一
方、一部の地域で
は「にぎやかな過
疎」（田園回帰・関
係人口と地域づくり
の好循環）が形成
されるという農村間
格差が顕在化
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総務省「過疎問題懇談会」資料

３．＜要素③＞むら・むら格差



■中山間地域への従来以上に「重たい期待」
①人々の価値感の多様化

⇒新たなライフスタイル、ビジネスモデル提案の場
②人口減少⇒少子化に抗する「砦」としての場
③コロナ禍⇒低密度居住の場
④食料不安⇒多様な農産物の安定生産場
⑤ゼロカーボン・エネルギー不安

⇒再生可能エネルギーの蓄積の場
⑥災害列島⇒災害時のバックアップの場

■期待を実現する枠組み＝「都市農村共生社会」
「都市なくして農村の安定なし、農村なくして都市の安心なし」
←全国水源の里連絡協議会（代表＝京都府綾部市）

「上流は下流を思い、下流は上流に感謝する」
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４．＜要素⑥＞都市農村共生社会
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５．＜要素⑤＞国土形成計画

■国土形成計画の検討過程における課題の整理



7

■国土形成計画の論点
（秋から検討の「後半戦」－「来年央」まで）

①国土形成のメインテーマ
現行計画＝「対流促進型国土形成」
第３次計画＝「？」

②「地域生活圏」の具体化
１．住民の居住性に加えて関係性も加味する「圏域」

（「これまでとは発想とは異にする」（中間とりまとめ）圏域）
２．圏域への住民・関係者参加の方法（デジタルの出番）
３．「多極集住」か「多極分散」か（後述）

③食料・エネルギーの安定供給のための国土形成
↓
中山間地域関係者はもっと関心を！

５．＜要素⑤＞国土形成計画
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■（補足）「多極集住」-「多極分散」
○「中山間地から賢く撤退」論の
（再）登場
（冨山和彦氏『日経グローカル』６月６日）

・「中山問地や限界集落から居住者が賢く
撤退する」

・「多極『分散』ではなく多極『集住』が実現
してはじめて我が国は新しくて豊かな国
のかたちへとトランスフォーメーションで
きることになる」

○小田切の批判
（「日本農業新聞」６月２０日「論点」）

５．＜要素⑤＞国土形成計画
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６．これ以降のプログラム

PART-Ⅱ 新しい中山間地域をめぐる２つのテーマ
1.ゼロカーボンと地域
①西粟倉村のゼロカーボン政策

地方創生特任参事 上山隆浩氏
② ＜私のコメント＞ゼロカーボンの論点

事業構想大学院大学 重藤さわ子氏
2．デジタル化と地域
①神石高原町のＤＸ戦略

町長 入江嘉則氏
②＜私のコメント＞地域におけるＤＸの意味
全国町村会事務総長 武居丈二氏

パネルディスカッション 地域からの提案－新しい中山間地域へ－
コーディネーター 東京大学 竹田麻里 氏
パネリスト ①多田朋孔氏 ②上山隆浩氏 ③入江嘉則氏
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